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ウイルスが、1月第3週（1月18日からの週）には磯子区の小児科定点から山形系統のウイルスがはじめて分

離・検出されました。その後、2月第8週（2月22日からの週）と3月第10週（3月7日からの週）にピークがみら

れ、5月第18週（5月2日からの週）まで両系統が混在して分離・検出されました。ビクトリア系統と山形系統

のウイルスの比率は55.3％対44.7％で、ビクトリア系統のウイルスがわずかに優勢となりました（図2）。 

【集団かぜ調査】 

集団かぜ調査では、2015年10月21日に南区の小学校から報告があり、AH1pdm09ウイルスが分離されま

した。11月19日には中区の中学校から報告があり、AH3型ウイルスが分離されましたが、12月9日の西区の

小学校の検体からはN2遺伝子のみの検出でした。その後、流行期に入った2016年1月第3週には12区で

発生がみられ、終息までの発生数は18区で669施設567学級でした。検査依頼のあった18集団73人につい

てウイルス学的調査を実施し、AH1pdm09ウイルス37件、ビクトリア系統のB型ウイルス21件、AH3型ウイルス

4件、山形系統のB型ウイルス1件を分離・検出しました（表2）。 

【入院サーベイランス】 

入院サーベイランスでは、インフルエンザを疑う91件を検査し、AH1pdm09ウイルス11件、山形系統のB

型ウイルス2件、AH3型ウイルスが1件分離・検出されました。3月まではAH1pdm09ウイルス（11件）とAH3型

ウイルス（1件）による症例でしたが、4月は山形系統のB型ウイルスによる症例のみでした。このうち、重症例

は肺炎5件（AH1pdm09ウイルス）、脳症例2件（AH1pdm09ウイルスと山形系統のB型ウイルス）、心筋炎1件

（AH1pdm09ウイルス）でした。 

各調査期間の検査合計は757件で、AH1pdm09ウイルス134件、ビクトリア系統のB型ウイルス68件、山形

系統のB型ウイルス41件、AH3型ウイルス13件が分離・検出されました（表2）。 

表1 集団かぜ調査結果 

発生年月日 

（採取日） 
週 区 施設 検体数 

ウイルス分離  遺伝子検索 

総合判定 分離 

株数 
型  

分離*1 

陰性数 

HA 

遺伝子 

陽性 

件数 

NA*2 

遺伝子 

陽性 

件数 

2015.10.21 第43週 南 小学校 5 5 AH1pdm  0     AH1pdm 

2015.11.19 第47週 中 中学校 5 3 AH3  2 AH3 1 N2 1 AH3 

12. 9 第50週 西 小学校 5 0 陰性  5 陰性 0 N2 2 陰性 

2016. 1.18 第 3週 神奈川 小学校 5 4 AH1pdm  1 陰性 0 N1 1 AH1pdm 

1.19 第 3週 栄 小学校 3 2 AH1pdm  1 陰性 0 N1 1 AH1pdm 

1.19 第 3週 緑 小学校 5 5 AH1pdm  0     AH1pdm 

1.19 第 3週 港北 小学校 5 4 AH1pdm  1 陰性 0 N1 1 AH1pdm 

1.20 第 3週 旭 小学校 5 4 B（Vic）*3  0     B（Vic）＆ 

     1 B（山）*4       B（山） 

1.20 第 3週 港南 小学校 5 5 B（Vic）  0     B（Vic） 

1.20 第 3週 戸塚 小学校 5 5 B（Vic）  0     B（Vic） 

1.20 第 3週 青葉 小学校 3 3 B（Vic）  0     B（Vic） 

1.20 第 3週 金沢 小学校 3 2 B（Vic）  1 陰性 0 N1 1 B（Vic） 

1.21 第 3週 鶴見 小学校 3 2 B（Vic）  1 AH1pdm 1 N1 1 B（Vic）＆ 

             AH1pdm 

1.22 第 3週 保土ケ谷 小学校 4 4 AH1pdm  0     AH1pdm 

1.22 第 3週 都筑 小学校 3 3 AH1pdm  0     AH1pdm 

1.25 第 4週 磯子 小学校 4 4 AH1pdm  0     AH1pdm 

1.29 第 4週 泉 小学校 3 3 AH1pdm  0     AH1pdm 

2.16 第 6週 瀬谷 小学校 2 1 AH1pdm  1 AH1pdm 1 N1 1 AH1pdm 

合 計  18区 18施設 73件 60株 

AH1pdm：35 

B（Vic）：21 

AH3：3 

B（山）：1 

 13件 
AH1pdm：2 

AH3：1 
3件 

N1：6 

N2：3 
9件 

AH1pdm：37 

B（Vic）：21 

AH3：4 

B（山）：1 

*1 分離陰性の検体のみ表示、*2 N2遺伝子のみ検出は参考値、*3 ビクトリア系統のB型ウイルス、*4 山形系統のB型ウイルス 
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れ、I117VおよびV146Iのアミノ酸置換がみられました。山形系統のウイルスはクレード3に含まれ、

2015/2016シーズンのワクチン株B/プーケット/3073/2013からさらにK211R、M251Vにアミノ酸置換したグ

ループが多数を占めました。 

【抗インフルエンザ薬感受性サーベイランス】 

全調査で分離したAH1pdm09ウイルス126株、AH3型ウイルス12株、B型ウイルス108株について、抗イン

フルエンザ薬に対するNA遺伝子の耐性変異部位を調べました。集団かぜ調査および定点ウイルス調査で

分離したAH1pdm09ウイルス2株にH275Y変異が、山形系統のB型ウイルス1株にR150T変異がみられまし

た。国立感染症研究所の薬剤感受性試験の結果、2月の小児科定点で未治療の患者から分離した

AH1pdm09ウイルスは、オセルタミビルとペラミビルに対し薬剤感受性の低下がみられましたが、ザナミビル、

ラニナミビルに対しては感受性でした。一方、1月の集団かぜ調査で採取した患者（オセルタミビル服用）か

ら分離したAH1pdm09ウイルスはオセルタミビルおよびペラミビルに対するIC50値の上昇が軽度に抑えられ

ていました。また、5月の小児科定点で分離した山形系統のB型ウイルス1株は、耐性株の基準に満たない

低感受性株であり、オセルタミビル、ペラミビル、ザナミビル、ラニナミビルに対するIC50値の上昇はみられ

ませんでした。 

【まとめ】 

インフルエンザの流行は毎シーズンウイルスの種類や抗原性が異なっています。近年の傾向としては、

数種類のウイルスによる混合流行が多く、長期間続いています。地域の流行情報を活用し、予防対策につ

なげることが大切です。 

参考資料 
1） 厚生労働省/平成28年度インフルエンザHAワクチン製造株の決定について 

http://www.nih.go.jp/niid/ja/flu-m/flutoppage/861-idsc/iasr-in/6615-437d01.html 

【 微生物検査研究課 ウイルス担当、 感染症・疫学情報課 】 
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